
進路指導の３年間の流れ 

１年 目標：憧れをもつ 

４月 スタディサポート 入学時点での国数英の基礎力を確認するとともに、学習状況を点検して、中学校

時代の勉強方法から、高校生としての学習方法への転換を図る。 

5・6月 進路HR① 

前期中間考査 

進路HR② 

「進路と学習の手引き」および「進路の手引き資料編」を活用し、進路の考え方

を学ぶ。自分が興味を持つ学問分野、自分が就きたい職業を考えながら、「学部・

学科調べ」を行い、社会・職業と学部学科の関係等について知る。 

７月 面談期間 

 

中間考査の結果から、高校生としての生活習慣、学習習慣が定着しているかどう

かを、三者面談も利用して点検・確認する。 

８月 職業人インタビュー 

 

オープンキャンパス 

アチーブテスト(AT) 

夏休みを利用して、「職業人インタビュー」を試みる。身近な職業人にインタビ

ューすることで、職業について考え、コミュニケーション力を培う。 

オープンキャンパスに参加して大学の空気に触れ、将来について考える。 

夏休みの課題を通じて今までの学習内容の理解度・定着度を確認する。 

９月 前期期末考査 

進路HR③ 

オープンキャンパスの振り返りと学部学科と受験科目の関係を調べることで，文

理選択について考える。 

10 月 文理選択HR 

東京研修（希望制） 

進路HR④ 

京大研修 

２年次での文理選択を考える。 

東京大学やつくば研究都市を訪問し，自己の進路の視野を広げる。 

京大研修の事前指導を行う。 

実際に京都大学に足を運び、講演を聞き卒業生との交流を通して、大学そのもの

や研究・大学生に憧れをもつ。 

11 月 学力テスト 

（ベネッセ） 

高校に入学してからの学習内容の定着度を全国レベルで確認する。 

苦手分野を認識し、対策を考え、実行に結びつける。 

12 月 後期中間考査 

集中セミナー 

 

大学・企業等の見学・実習や講演・模擬授業を通して自己の進路を考える。 

１月 アチーブテスト(AT) 冬休みの課題を通じて今までの学習方法、学習内容の定着度を確認する。 

２月 後期期末考査  

３月 スタディサポート 

春休み 

１年間の学習方法を振りかえり、国・数・英の基礎的内容の定着度を確認する。 

さまざまな経験を通して、将来進もうとする方向を決める。 

２年 目標：学びたいことを決める 

４月 宿題考査 

科目選択HR 

宿題考査を通して今まで学習した内容の理解度、定着度を確認する。 

科目選択の説明を聞いて、自分の進むべき方向を決定する。 

5・6月 進路HR① 

前期中間考査 

「進路と学習の手引き」および「進路の手引き資料編」を見て大学入試のしくみ

を知る。また先輩の体験談を読んで自己の学習方法、学習計画の改良に役立てる。 

７月 学力テスト 

（ベネッセ） 

進路HR② 

阪大研修 

 

面談期間 

入学以来の学習内容の理解度・定着度を、全国レベルで確認する。高校に入り初

めて志望校を書くことで自己の目標を具体化するきっかけとする。 

阪大研修の事前指導を行う。 

大阪大学で学部学科ごとに体験講座や研究室・施設見学を行い，目指す学部学科

を決定する。 

スタディサポートや中間考査の結果から、現時点での課題を考察し、具体的な取

り組みに結び付ける。 

８月 オープンキャンパス 

アチーブテスト(AT) 

オープンキャンパスで大学の内容・特徴を直接知り、進路を具体化する。 

アチーブテストを通して、想定されたレベルまで到達できているかを確認する。 

９月 前期期末考査  

10 月 記述模試 

（駿台・希望制） 

進路HR③ 

受験に向けての第１歩としてハイレベル模試を受験し、今後の学習の課題（弱点

の発見と補強）を具体的に考える。 

高校生活後半の始まりに際し、今後一年半の進路・学習計画を立案する。 



11 月 進路HR④ 

 

大学生・大学院生を招き、入試の体験談や大学での研究生活、今後の計画などを

聞くことで、自己の進路をより具体的にイメージする。 

12 月 後期中間考査 

集中セミナー 

 

大学・企業等の見学・実習や講演・模擬授業を通して自己の進路を考える。 

１月 校内実力考査 

２年共通テスト模試 

（河合塾） 

各教科の学習内容の理解度・定着度を確認する。 

大学入学共通テスト（以下、共通テストと称す）・私大マーク式入試に対応した

マーク式模試を経験し、１年後の共通テスト・私大入試に備える。自己採点を正

確に行えるかどうか確認する。 

２月 後期期末考査  

３月 スタディサポート 

 

春休み 

これまでの学習方法や国・数・英の基礎事項が定着しているかどうかを確認し、

本格的な受験勉強を始める。 

春休みの課題を通し、各教科の弱点を確認し補強する。 

３年 目標：進路実現 

４月 進路HR① 

進路HR② 

３年共通テスト模試 

（河合塾） 

大学入試のしくみを確認し、志望校を具体化する。 

卒業生の合格体験を聞いて、自己の学習方法の改善に資する。 

マーク式問題で夏休み前に補強すべき点を確認し、学習計画に織り込む。 

５月 校内実力考査 

３年記述式テスト 

（河合塾・希望制） 

大学入試の基礎となる学習内容が定着しているか確認する。 

記述式問題で夏休み前に補強すべき点を確認し、学習計画に織り込む。 

 

６月 進路HR③ 

 

前期中間考査 

校内実力考査とスタディサポートの結果より、学習方法を再点検する。「進路の

手引き資料編」によって昨年度のデータと自分の成績を比較分析する。 

夏休みに向けて自己の課題とその克服法を具体的に考える。 

７月 三者面談 

３年共通テスト模試 

（河合塾） 

志望校を再確認する。 

マーク式問題でこれまでの学習成果を確認し、さらに弱点分野の克服を図る。 

８月 夏休み 

校内実力考査 

３年記述式テスト 

（河合塾） 

明確な目標と計画性のある学習の継続で、苦手の克服と応用力の養成を図る。 

５月の実力考査と比較して苦手科目克服の達成度を確認する。 

記述式問題で夏休みの学習成果を確認し、次の課題を明確にし、克服の方法を具

体化する。 

９月 共通テスト志願書 

作成～出願 

前期期末考査 

LHR を利用して、共通テスト志願書を作成し、出願する。 

 

10 月 ３年記述式テスト 

（駿台ベネッセ共催） 

記述式問題で学力の最終確認をし、残る弱点分野の克服を図る。 

11 月 ３年共通テスト模試 

（駿台ベネッセ共催） 

マーク式問題で学力の最終確認をし、残る弱点分野の克服を図る。 

 

12 月 中間考査 

三者面談 

共通テスト特別演習 

 

志望校を確認する。 

共通テスト対策の総仕上げと最終確認をする。2日×2 回 

１月 共通テスト 

二者面談 

私大一般入試 

自己採点を経て出願校を決定する。 

国公立大学の出願は1月末～2月初旬。（前期・中期・後期とも） 

私立大学の一般入試は１月下旬から2月中旬 

２月 二次対策演習 

国公立大前期入試 

 

 

３月 国公立大中期・後期、 

私大後期 入試 

 

※年度により進路行事等が前後することがあります。 


